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入学試験問題 専門科目 

 

問 1 以下の 3 つの問題（①～③）の中から 2 つを選び，解答してください。解答の際には，解答用

紙の「番号」と書かれた欄に，選んだ問題の番号を記載してください。 

 

① 「公認心理師法」において，教育機関を想定して，「秘密保持義務」の例外状況（本人の同意なく開示

すること）について，具体的な例を示しながら，説明してください。 

 

② 心臓に対する自律神経系の二重支配について，心拍数の変化とともに説明してください。また，スト

レス課題を実施した場合に課題中の心拍数がどのように変化するかについて，考えられることを記述し

てください。 

 

③ 臨床心理学における査定と，医学における診断には，どのような違いがあるのかを具体的に述べてく

ださい。 

 

 

問 2 以下の用語（①～⑦）の中から 5 つを選び，それらが意味するところについて解答してくださ

い。解答の際には，解答用紙の「番号」と書かれた欄に，選んだ用語の番号を記載してください。 

 

 

受験番号 
 

①  確証バイアス ②  系統的脱感作法 

③  課題設定効果 ④  アディクション（依存） 

⑤  錐体細胞 ⑥  パニック症 

⑦  内的作業モデル(内的ワーキングモデル) 
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解答例 

 

1． 筆記試験（外国語） 

 著作権の関係から英語問題は非公開としています。なお、受験希望者の要望があれば開示

できるようにしています。 

 

2．筆記試験（専門科目） 

問 1  

① 「公認心理師法」において、教育機関を想定して、「秘密保持義務」の例外状況（本人

の同意なく開示すること）について、具体的な例を示しながら、説明してください。 

【解答例】 

 事前に要心理支援対象（児童生徒や教職員など）に「秘密保持」に例外があることを説明

し、同意を得る必要がある。 

 「秘密保持義務」の例外状況について、主に以下が想定される。 

・明確で差し迫った生命の危険があり、攻撃される相手が特定されている場合 

 例：相談場面で、中学生がいじめてきた友人を殺すと発言し、ナイフを見せた。それを管

理職に相談した。 

・自殺など、自分自身に対して深刻な危害を加えるおそれのある緊急事態 

 例：相談場面で、高校生が「孤独感が酷く、生きていても仕方がない」と発言し、カッタ

ーナイフで自分の腕の血管に沿って縦に切っている傷をみせた。自殺を企図する可能性が

高いと判断したため、管理職を通して、同居している保護者に連絡した。 

・虐待などが疑われる場合 

 例：養護教諭から、コンサルテーションのなかで、「児童の身体測定をした際に、背中な

どにあざがあるのを発見した」と相談されたため、管理職に相談し、児童相談所に通告した。 

・そのクライエントのケアなどに直接関わっている専門家同士で話し合う場合（相談室内の

ケース・カンファレンスなど） 

 例：所属する学校のケース会議内で、気になる生徒について、担任や管理職、教育相談担

当と情報を共有した。 

 

② 心臓に対する自律神経系の二重支配について、心拍数の変化とともに説明してくださ

い。また、ストレス課題を実施した場合に課題中の心拍数がどのように変化するかについて、

考えられることを記述してください。 

【解答例】 

心臓は自律的に拍動する能力を持つが、その拍動は交感神経と副交感神経を通して中枢

からの二重支配を受けている。両神経は拮抗して働いており、すなわち拮抗支配を受けてい



るとも言える。交感神経は心臓の活動を促進する一方、副交感神経は心臓の活動を抑制する。

すなわち、交感神経の働きにより心拍数は上昇するが、副交感神経が働くと心拍数は低下す

る。安静状態の心拍数には、副交感神経活動の支配が優位である。 

ストレス課題を実施した場合、一般的には課題中の心拍数は上昇する。例えば計算課題や

面接課題などがそれにあたる。一方、視覚的なストレス負荷課題、例えば鏡像描写課題や迷

路課題を求めると、心拍数は上昇しにくい。課題の難易度やコントロールの有無など、課題

の質によっても異なるものである。 

 

③ 臨床心理学における査定と、医学における診断には、どのような違いがあるのかを具体

的に述べてください。 

【解答例】 

日本では、行為としての診断は医師にしかできない医療行為であるため、心理職には診断

はできないという制約はある。しかし、臨床心理学における査定と医学における診断にはそ

れぞれ、以下に挙げるような特徴と意義がある。 

まず、臨床心理学における査定は、被検査者の症状・病理だけでなく健康面も含めた心理

状態や行動、感情、思考のパターン、また被検査者本人だけでなく環境要因も含めた総合的

理解をめざすものである。一方で医学における診断は、特定の疾患カテゴリーの中に個人を

位置づける行為といえる。診断と治療はセットであり、患者の具体的な疾患や障害を特定し、

適切な治療方針を決定することを目的としている。また、臨床心理学における査定では、面

接・観察・心理テストといったさまざまな方法によって多面的な把握が行われる。一方で医

学における診断では、身体検査・血液検査・画像診断・病理学的検査などの客観的なデータ

に基づき、それらが特定の診断基準に適合するかどうかが評価される。さらに、臨床心理学

における査定においては、治療関係の構築や、クライアントの自己理解促進、自己改善への

意欲向上の支援に焦点が置かれる。一方で医学における診断は、疾患や障害の治療や管理に

焦点を当て、患者との対話は主に情報提供や治療法の説明に焦点が置かれる。 

このように、臨床心理学における査定と医学における診断には、主に目的・方法・介入の

焦点において違いがあり、それぞれの領域において異なる役割を果たしている。 

 

 

問 2  

① 確証バイアス 

【解答例】 

確証バイアスとは、自分の主張や仮説にとって都合の良い情報ばかりを収集、選択する心

理的傾向のことであり、逆に、自分の主張や仮説を反証するような情報は過小評価されたり、

無視されたりする認知バイアスの一形態である。例えば、ある血液型と特定の性格を結び付

け、それ以外の情報は無視するような場合がこれに当たる。 



② 系統的脱感作法 

【解答例】 

系統的脱感作法は、古典的 (レスポンデント) 条件づけを理論的基礎とする行動療法の一

技法であり、のちに発展した暴露療法 (エクスポージャー法) の一種であるとされる。南ア

フリカで戦争神経症の治療を行っていた精神科医ジョセフ・ウォルピにより開発された。不

安や恐怖の生じる事象を、対象者の主観的刺激の強弱によって階層化する (不安階層表の作

成)。さらに、不安を伴うイメージを弛緩状態のもとで生起させ、リラクセーション法 (漸進

的弛緩法など) と組み合わせて不安の弱いものから段階的に暴露していく。不安はリラック

スした状態と同時には体験できないという逆制止の原理を利用し、強い不安が徐々に弱い

不安に変化することをめざす (拮抗条件づけ)。不安の強い不登校や、高所恐怖症やあがり

症などに用いられる。 

 

③ 課題設定効果 

【解答例】 

メディアが人々の心理に与えるとされる効果の 1 つである。社会で生じる事象には様々

なものがあるところ、メディアはその一部を選択的に取り上げて報道する。これによって、

ある事象についての報道の扱いが調整される。そして、その報道の多寡によって受け手は当

該の事項がどれほど重要であるかについての認知を変える。言い換えれば、メディアは人々

が重要であると考えることを広く報道しているのではなく、メディアが広く報道すること

を人々は重要と考えるのであり、このような効果をアイエンガーの研究グループは議題設

定効果と呼んだ。 

 

④ アディクション（依存） 

【解答例】 

アディクション（依存）は、特定の行動や物質への強い欲求と制御困難な執着を特徴とす

る状態である。これには物質依存としてアルコール、薬物への依存、行為依存として、ギャ

ンブル、インターネット、ゲームへの依存に大別される。依存は精神的および身体的な健康

に深刻な影響を及ぼし、人間関係や日常生活にも悪影響をもたらす。依存のメカニズムは、

脳の報酬系が過剰に刺激され、正常な制御機能が損なわれることで成立する。治療には、認

知行動療法や薬物療法、対人関係の修復が重要であり、専門家の支援が必要とされる。依存

は一度成立すると自己管理が困難になるため、早期の介入と継続的なサポートがその回復

への鍵となる。家族や社会全体が理解を深め、支援することも依存からの回復の一助となる。 

 

⑤ 錐体細胞 

【解答例】 

網膜の中心部に多く存在する視細胞の一種である。錐体細胞は主に明所で働き、色への感



受性を持つ。錐体細胞には 3 種類あり、それぞれの錐体細胞が異なる分光特性を有してい

る。L 錐体は主に長波長(あるいは赤色)に、M 錐体は中波長(あるいは緑色)に、S 錐体は短

波長(あるいは青色)に対応している。 

 

⑥ パニック症 

【解答例】 

パニック症とはパニック発作が繰り返し起こることで、またパニック発作が起こるので

はないかという予期不安や発作によって起こる結果に対する持続的な心配を特徴とする不

安症である。パニック発作は強い動悸、胸部の痛み、窒息感、めまい、吐き気などの症状が

予期できない状況で突然出現する発作のことである。発作が起こりそうな状況や起こって

も逃げられない状況を回避する行動が見られる。治療には薬物療法と認知行動療法の有効

性が示されている。 

 

⑦ 内的作業モデル(内的ワーキングモデル) 

【解答例】 

発達初期（幼少期）の、養育者との関係のなかで形成される認知的枠組み。発達初期に、

養育者との関係によって「自分は他者から信頼される存在である（自己に関するモデル）」

と同時に「他者は信頼できる存在である（他者に関するモデル）」といった自己および他者、

そしてその両者の関係に対する信頼に基づいた心的表象。その後の人間関係に大きな影響

を及ぼしていく。Bowlby（1969、1973、1980）は愛着理論の中で愛着に関する表象モデルと

して内的作業モデル(Internal Working Models: IWM）の概念を提唱している。 
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出題意図 

 

1． 筆記試験（外国語） 

 外国語試験では英語を対象として、最近の心理学に関する論文等から出題しています。単

なる英語能力ではなく、心理学に関する論文から出題することで、修士課程の研究及び修士

論文作成に必要となる、著名な研究及び最先端研究の英語文献に当たり、それらの研究を理

解することで自身の研究を進めるに必要な英語力を有しているかを判断しています。 

最新の研究成果は英語で発表されることがほとんどであり、英語文献の読解能力や、将来

的に英語での論文執筆、国際学会での発表などを行うための基礎的な英語運用能力を測る

試験となります。 

 著作権の関係から英語問題は非公開としています。なお、受験希望者の要望があれば開示

できるようにしています。 

 

2．筆記試験（専門科目） 

問 1は論述問題であり、3つの問題の中から 2つを選び解答してもらっています。論述問

題では、単なる知識の暗記ではなく、「課題理解力」「思考力・分析力」「論理的な表現力」

「独創性」といった能力を多角的に評価しています。このことで修士課程での研究活動及び

修士論文作成に必要とされる能力を有しているかを判断しています。 

問 2は用語説明であり、7つの問題から 5つを選び解答してもらっています。用語説明で

は、心理学の学士課程で修得する用語を 5つ選択して説明してもらい、修士課程でのカリキ

ュラムで提供する高度で幅広い心理臨床分野の知識とスキルの修得が可能であるかを判断

しています。 

 なお、問 1の論述問題及び問 2の用語説明は、下記の心理学の 10分野から幅広く出題し

ています。 

教育心理学   健康心理学 

社会心理学   生理心理学 

認知心理学   発達心理学 

臨床心理学   犯罪心理学 

心理学研究法  心理統計法 




